
令和２年度第１回甲賀市子ども・子育て応援団会議【書面会議結果】 

 

１．日程    令和３年３月１２日（金）～ 令和３年３月２３日（火） 

 

２．開催方法  書面による意見聴取 

        ・令和３年３月１２日  委員へ通知発送 

        ・令和３年３月２３日  意見書締め切り 

 

３．意見書   １８人（委員１８人中）の回答をいただきました（敬称略） 

 

1 大橋 喜美子（会長） 2 嘉郷 重郷（副会長） 

3 宮治 一幸 4 鹿田 由香 

5 田中 直人 6 島田 繁吉 

7 藤林 孝子 8 吉川 徹 

9 冨岡 正義 10 鈴木 信哉 

11 北澤 晃 12 大友 一枝 

13 静永 賢瑞 14 大杉 真由美 

15 宮治 喜代司 16 藤田 真澄 

17 松田 勝征 18 荒川 寿史 

 

４．会議結果 

（１） 議事 

①甲賀市子ども・子育て応援団支援事業計画について 

 【資料１】 

 ・第１期計画の成果や実績について 

 ・第２期計画の課題点 

 【資料２】 

 ・第２期計画の４章を、第１期計画と照らし合わせた評価シート 

 

③地域型保育事業所の増設について  

 【資料３】 

 ・地域型保育事業所の増設について 

 【資料３－１】 

 ・学校法人近江聖書学園水口幼稚園にじ（家庭的保育事業） 

 【資料３－２】 

 ・ちきゅう保育園（小規模保育事業） 

 【資料３－３】 

 ・サンライズキッズ保育園甲賀園（小規模保育事業） 

 

 

５．委員意見 

  別添のとおり 

 

６．会長からのご意見 

日頃より、市民の立場に立って市政を実施されている点は、敬服申し上げます。 

その上に立って、ご意見を申し上げます。 

（１）子ども・子育て応援団支援事業計画について 



①きょうだいが同じ施設で保育を受けられるような配慮は今後の課題かなと思います。 

②コロナ禍にあって、特に０歳児・１歳児・２歳児がいる家庭において、養育者が孤独感

に襲われてストレスを抱えないように、家庭訪問などが必要とされるかと思います。 

③これまで実施してきた乳幼児健診の方法を続けることに賛成です。一人の子どもの成長

発達を、市が縦断的に把握していける市政は大切だと思います。       

（２）地域型保育事業所の増設について 

①地域型保育事業所の増設と共に、保育の内容が子どもの発達のニーズにあった内容の検

討が必要かと思います。そのための研修が必要かと思います。 

  （３）その他 

森島学園の辞退は、残念でしたが、必要に応じて増設の用意は必要かと思います。事情が

あったとは言え、時間をかけて選定した訳ですから、今後のことも踏まえて、締結する前

に再度の面談する必要があるかと思いました。  

 

 

７．事務局からの御礼 

  こども政策部 部長 島田 俊明 

 

新型コロナウイルス感染症対策のため、今年度はじめて書面会議での開催となりましたこ

と、まずはお詫び申しあげます。 

 また、委員の皆様には書面にて多くのご意見を伺い、多岐にわたるご意見を頂戴できまし

たことを御礼申しあげます。 

さて、子ども・子育て応援団支援事業計画の第１期の制定は平成２７年となりますが、当

初は「子ども食堂」や「ワークライフバランス」、「地域型保育事業所」などの言葉が出始め

たばかりで、本当に実現できるのだろうかと思慮しておりましたが、民生委員・児童委員の

皆様の行動力、社会福祉協議会のリーダーシップに支えられ「子ども食堂」が始まり、地域

の皆様が広げていただいております。 

また、保育料無償化などの社会の流れ、保護者の就労や育児休暇の普及に伴い、待機児童

が懸念されてきておりました。とりわけ、低年齢児の保育ニーズが高まる中「地域型保育事

業所」が、市内５か所でも設置することができました。 

新型コロナウイルス感染症予防のため、十分な講習や啓発ができない中で、「甲賀市子ど

も・子育て応援団支援事業計画」の第２期がスタートしました。前期ではまだ到達していな

い目標や、また、新たに目指す目標もございますが、家庭・市民・地域・団体・企業・学校・

園・市が諦めることなく、粘り強く試行錯誤し、進めていくことでかなえられる目標だと思

っております。 

まだまだ、保育園の入園希望は増え、入園する年齢も早まってきております。働きながら

子育てをするご家庭が増えてきている中、これからの子育て支援に皆様のより一層のお力添

えを頂戴できますようお願い申しあげます。 

 


